
平成２３年５月１７日現在 

 

（別記第４号様式） 

 
    年  月  日 

 
株式会社ＴＯＫＹＯ ＡＩＭ取引所 

 
  代表取締役社長      殿 
 
 

本 店 所 在 地  
 

商 号 又 は 名 称 
 

印 
 

代表者の役職氏名 
 

印 
 
 

上場適格性に係る宣誓書 
 
Ｊ－Ｎｏｍａｄの商号又は名称 
 
Ｊ－Ｎｏｍａｄが担当する新規上場申請者又は上場会社（以下「申請会社」という。）の商号又は名称 
 
本宣誓書が適用される有価証券の詳細（ｅｘ．発行株式数、株式の種類、１単元の株式数） 
 
上場予定日（該当する場合） 
 
 
当社は、申請会社に対して、必要にして十分な注意を払い調査・確認を行い、指定アドバイザー規程

及びＴＯＫＹＯ ＡＩＭ上場規程に規定されている全ての関連事項を検討いたしました。その中で当社

は、申請会社が、この申請に関し、ＴＯＫＹＯ ＡＩＭ上場規程第２章又は第３章に規定されている上

場に必要な要件及び義務を満たしていることを、当社の合理的な判断において、確認しています。当社

は、申請会社がＴＯＫＹＯ ＡＩＭ上場規程第１１条に規定する上場適格性要件を有することをここに

宣誓いたします。 
 
 



平成２３年５月１７日現在 

 

担当Ｊ－ＱＥ 役職氏名※ 
 
※ 担当Ｊ－ＱＥについては、申請会社ごとに１名以上選任していただきます。 

 
以上 

 

（１）投資者及び市場に対し公正誠実に行動し、かつ当取引所の市場の評価を害

さず、よって当取引所に上場するに相応しい会社であること 
適合・不適合 

（２）事業を公正かつ忠実に遂行していること 適合・不適合 

（３）適切な取締役及び取締役会を有し、適切かつ効果的なコーポレート・ガバ

ナンス、財務報告、監査報告及び内部管理の体制（ＴＯＫＹＯ ＡＩＭ上

場規程を遵守することを含む）が整備され、機能していること 
適合・不適合 

（４）ＴＯＫＹＯ ＡＩＭ上場規程に基づく開示義務を履行できる体制を整備し

ていること 
適合・不適合 

（５）反社会的勢力との関係を有しないこと 適合・不適合 


